
口
渇
き
、
舌
に
痛
み

Ｑ

　
口
巾
〔
醸
”
颯
お
素
（
鳴
詢
詢
魔
お
い
貯

で
す
。

が
、
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
だ
け
で
は

な
く
、
口
腔
異
常
感

（舌
の
痛

み
、
味
党
異
常
な
ど
）
を
訴
え

ま
す
。

ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
、
痛
い
」

（６７

人
）
、
「
口
が
濁
く
穴

４５
人
）
。

特
殊
な
例
で
は
、

「舌
の
存
在

感
が
気
に
な
る
」

「
か
み
合
わ

せ
が
だ
ん
だ
ん
ず
れ
て
く
る
」

「
口
か
ら
虫
が
わ
い
て
く
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

③
口
腔
内
の
所
見
＝
口
睦
内

異
常
感
を
訴
え
る
９５
人
の
う

ち
、

３
人
に
口
睦
が
ん
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
６０
人

（６３

・
２
％
）
は
異
常
所
見
が

示
し
て
い
ま
し
た
。

以
上
に
よ
り
、
検
討
結
果
を

ま
と
め
る
と
、
性
、
年
齢
別
で

は
、
圧
倒
的
に
中
高
齢
者
の
女

性
に
多
く
み
ら
れ
、
患
者
の
主

訴
と
実
際
の
臨
丞
所
長

臨
床

検
査
と
は
大
き
丞
田
た
り
が
あ

り
ま
し
た
。
原
因
別
で
は
、
精

神
的
ス
■
レ
ス
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
方
が
３
分
の
２
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
が
招

く
口
腔
異
常
顧
は
、
臨
床
検
査

睦
異
常
症
状
は
ス
ト
レ
ス
社
会

や
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
く
る
現

代
病
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ロ

腔
が
ん
の
方
も
い
た
の
で
、
症

状
が
続
く
と
き
は
専
門
医
に
診

て
も
ら
う
こ
と
を
動
め
ま
す
。
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精
神
的
ケ
ア
で
症
状
緩
和
も
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分
泌
能
の
低
下
な
ど
で
見
ら
れ

る
症
状
で
す
。
シ
ェ
ー
グ
レ
ン

症
候
群

（唾
液
や
涙
が
出
な
く

な
る
病
気
）
や
糖
尿
病
、
加
齢
、

ま
た
、
降
匡
剤
や
醸
剤
薬
な
ど

の
動
作
用
が
主
な
原
因
で
す
。

し
か
し
日
常
臨
床
に
お
い
て

は
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い

場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で

す
。
そ
し
て
多
く
の
患
者
さ
ん

昨
年
、
当
院
に
お
い
て
、
舌

の
痛
み
や
口
腔
乾
燥
、
味
覚
障

害
な
ど
の
口
腔
異
常
感
を
訴
え

て
来
院
し
た
方
が
１
０
０
人
を

超
え
ま
し
た
の
で
、
評
価
可
能

な
９５
人
を
対
象
に
、
そ
の
臨
床

的
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

①
性
別
、
年
齢
＝
女
性
と
男

性
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ｍ
人
と
１５
人

で
、
そ
の
平
均
年
齢
は
６９
・
６

歳

（
２３
～
“
歳
）
と
ｏ８

・
３
歳

（５０
～
７８
歳
）
で
し
た
０

②
主
訴
＝

「
口
の
中
や
舌
が

な
く
、
ま
た
、
血
液
検
査
で
も

異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

④
治
療
１
内
理
と
し
て
抗
カ

ビ
剤
、
錬
痛
消
炎
剤
、
そ
し
て

安
定
剤
や
抗
う
つ
剤
を
処
方
し

ま
し
た

。
安
定
剤
や
抗
う
つ
剤

が
６‐
人

（６４

・
２
％
）
に
効
果

を
示
し
た
こ
と
は
、
原
因
と
し

て
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
考
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
体

内
の
活
性
酸
素
や
有
害
重
〈塞
籐

（特
に
ヒ
素
、
水
銀
）
の
測
定

結
果
で
は
多
数
の
方
が
高
値
を

上
、
異
常
が
な
い
こ
と
か
り
見

過
ご
し
が
ち
で
す
。

そ
の
結
果
、
当
院
で
は
、
投

薬
と
と
も
に
傾
聴
を
取
り
入
れ

た
精

神
的
ア
プ

ロ
ー
チ
も
行

い
、
症
状
の
緩
和
に
効
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
体
内
の
活

性
酸
棄
や
有
書
重
金
属
が
増
加

し
て
い
る
方
に
は

食
生
活
指

導
を
行
い
、
体
内
浄
化
を
勧
め

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ

平
田
口
腔
顎
顔
面
外
科

・
腫
瘍
内
科
が
ん
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
札
幌

平
田
　
章
二
氏

東
京
医
科
歯
科
大
額
顔
面
外
科
、
ド
イ
ツ
ヶ
ル
ン
大
医
学

部
留
学
、
札
幌
医
大
口
腔
外
科
な
ど
を
経
て
２
０
０
３
年
、

札
幌
市
自
石
区
南
郷
通
７
に
開
院
。


